




 
 

  

個  別  注  記  表 
 

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 (1) 有価証券の評価基準及び評価方法 
その他有価証券 
時価のあるもの………………………決算末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全

部資本直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定） 
時価のないもの………………………移動平均法に基づく原価法 

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法 

販売用不動産…………………………個別法による原価法に基づく低価法 
仕掛販売用不動産……………………個別法による原価法に基づく低価法 
未成工事支出金………………………個別法による原価法に基づく低価法 

(3) 固定資産の減価償却の方法 
有形固定資産………………………  建物（建物附属設備を除く）のみ定額法で処理して 

おりましたが、平成 28 年 4 月 1日以後に取得した建

物付属設備及び構築物も減価償却方法を定率法から

定額法に変更しています。 

その他の有形固定資産については定率法。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物               2～35年 

構築物            12～34年 

機械装置              17年 

工具器具及び備品   2～20年 

無形固定資産…………………………自社利用のソフトウェアについては、社内における

利用可能期間（5年）に基づく定額法 

長期前払費用…………………………定額法 

(4) 引当金の計上基準 
貸倒引当金……………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能

性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 
賞与引当金……………従業員に対して支給する賞与に充てるため、支給見込額のうち、当

事業年度に負担すべき額を計上しております。 
役員賞与引当金………取締役および監査役に対して支給する賞与に充てるため、支給見込

額のうち、当事業年度に負担すべき額を計上しております。 
退職給付引当金………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。 
過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存勤務期

間以内の一定の年数（5年）による按分額を費用処理しております。 

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業

員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（5年）による定額法によ

る按分額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。 

役員退職慰労引当金…役員の退職に際し支給する退職金に充てるため、内規に基づく当

事業年度末現在の要支給額の100%を計上しております。 



 
 

  

(5) リース取引の処理方法 

300 万円以上の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引にか

かる方法に準じた会計処理によっております。300 万円未満の所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によってお

ります。 

(6) 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税抜方式により処理しております。 

なお、当事業年度に発生した控除対象外消費税等の内、固定資産に係る控除対象外消費税

等については、投資その他の資産に計上し、5 年間で均等償却を行っております。また、

固定資産以外に係る控除対象外消費税等については、発生事業年度の期間費用としており

ます。 

 

2. 貸借対照表に関する注記 

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 1,137,576 千円 

(2) 関係会社に対する短期金銭債権及び債務  

短期金銭債権 525,216 千円 

短期金銭債務 1,634 千円 

長期金銭債務 262 千円 

(3) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

 

3. 損益計算書に関する注記 

(1) 関係会社との取引高  

営業収益 133,512 千円 

営業費用 140,588 千円 

上記以外の取引高 10,952 千円 

(2) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

 

4. 株主資本等変動計算書に関する注記 

(1) 当事業年度の末日における発行済株式の数  

普通株式 4,700,000 株 

(2) 当事業年度の末日における自己株式の数  

該当事項はありません。 

(3) 当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項 

①金銭による配当 

 

決議 株式の種類 配当金の総額 1 株当り配当額 基準日 配当の効力発生日 

令和 3 年 4 月 19 日 

定時株主総会 
普通株式 1,414,700千円 301 円 令和 3 年 1 月 31 日 令和 3 年 4 月 20 日 

 

②金銭以外による配当 

決議 株式の種類 配当金の総額 1 株当り配当額 基準日 効力発生日 

令和 3 年 12 月 23 日 

臨時株主総会 
普通株式 19,500 千円 33,621 円 ＿ 令和4年1月1日 

（注）当社が保有する積水ハウス不動産パートナーズ株式会社及びシャーメゾン少額短期保険

株式会社の株式、それぞれ、200 株 5,030 千円および 380 株 14,470 円を現物配当するものです。 



 
 

  

(4) 当事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項 

令和 4年 4月 18 日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次
のとおり提案することとしております。なお、配当原資については利益剰余金とするこ
とを予定しております。 

金銭による配当 

決議 株式の種類 配当金の総額 1 株当り配当額 基準日 配当の効力発生日 

令和 4 年 4 月 18 日 

定時株主総会 
普通株式 1,668,500千円 355 円 令和 4 年 1 月 31 日 令和 4 年 4 月 19 日 

上記の配当金の総額は親会社である積水ハウス株式会社より配当性向の通知が未達のため確

定額ではありません。 

 

(5) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

5. 税効果会計に関する注記 

 

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳 

   

貸倒引当金  2,354 千円 

未払事業税  36,254 千円 

賞与引当金繰入額  70,187 千円 

未払費用  10,654 千円 

企業年金掛金未払額 

その他（流動） 

 1,466 千円 

6,155 千円 

一括償却資産 

繰延消費税 

 

 

1,054 千円 

7,595 千円 

退職給付引当金繰入額 

役員退職慰労引当金繰入額 

その他（固定） 

 

 

46,414 千円 

7,828 千円 

6,999 千円 

小計  196,960 千円 

評価性引当額  △14,960 千円 

繰延税金資産 計  182,000 千円 

 

 

6. リースにより使用する固定資産に関する注記 

該当事項はありません。 

 



 
 

  

7. 関連当事者との取引に関する注記 

財務諸表提出会社の親会社および法人主要株主等 

属性 
会社名 

・ 
住所 

資本金 
(百万円) 

事業の内容 
議決権等 
の被所有 
割合(％) 

関係内容 

取引の内容 
取引 
金額 

(千円) 
科目 

期末残高 
(千円) 役員の 

兼務等 
事業上の関係 

親会社 
積水ハウス 
株式会社・ 
大阪市北区 

202,591 

セキスイハウス 
の製造、販売、 
施工及び宅地 
造成、売買 

直接 
100.0 

 
間接 

― 

兼任3人 

不動産売買、建
築工事請負並び
に不動産売買の
仲介等に関する
情報の提供 

不動産売買の仲介
※１ 
 
請負顧客に関する
情報の提供※１ 
 
賃貸用建物受注に
関する企画調査 
※１ 
 
不動産の販売※１ 
 
その他※１ 

133,512 
営業未
収入金 

25,872 

賃貸用建物に係る
補修工事発注等 
※１ 

140,588 
工事未
払金 

1,634 

事務所賃貸等の負
担 

10,952 
未払費
用 

― 

       
管理賃貸マンショ
ン敷金預り等 

― 
預り保
証金 

262 

       運用委託金 ― 
運用委
託金 

499,344 

(注) 上記金額のうち、取引金額には消費税等を含んでおらず、期末残高には消費税等を含んでおります。 

《取引条件ないし取引条件の決定方針等》 

※１仲介及び情報提供に関する手数料並びに企画調査手数料については、宅地建物取引業法に基づく報酬額を

基準として決定しております。また、賃貸用建物に係る補修工事発注等及び不動産の販売並びにその他

については、市場価格を勘案して希望価格を提示し交渉により決定しております。 

 
 
8. 賃貸等不動産に関する注記 

（1）賃貸等不動産の状況に関する事項 

当社は、福岡県その他の地域において、賃貸用のマンション等を有しております。 

 

（2）賃貸等不動産の時価等に関する事項 

（単位：千円） 

貸借対照表計上額 当事業年度末の時価 

6,223,112 5,555,011 

（注）1.貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額です。 

2.当事業年度末の時価は、主に「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用いて

調整を行ったものを含む）です。 

 

9. １株当たり情報に関する注記 

(1) 1 株当たり純資産額 2,718 円 83 銭 

(2) 1 株当たり当期純利益 591 円 46 銭 

（1 株当たり当期純利益）  

普通株式に帰属しない金額 ― 千円 

普通株式に係る当期純利益 2,779,851 千円 

期中平均株式数 4,700,000 株 

 



 
 

  

10. 重要な後発事象に関する注記 

該当事項はありません。 

 

11. その他の注記 

該当事項はありません。 


